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現
場
は
名
古
屋
市
港
区
に
位

置
す
る
工
業
地
帯
の
一
角

敷

地
か
ら
最
大
４

ま
で
接
近
す

る
場
所
を
貨
物
専
用
の
名
古
屋

港
線
が
走
る

塩
浜
工
業
の
深

川
雅
彦
所
長
は
﹁
さ
ま
ざ
ま
な

制
約
が
あ
る
中

安
全
に
は
最

大
限
配
慮
し
ま
し
た
﹂
と
工
事

を
振
り
返
る


　
敷
地
南
北
面
に
は
建
物
が
立

ち
並
ぶ
た
め

搬
出
入
は
東
西

面
の
道
路
か
ら
実
施
し
た

事

前
に
一
方
通
行
の
場
内
ル

ル

を
周
知
し

ス
ム

ズ
な
搬
出

入
に
つ
な
げ
た


　
本
建
物
は
敷
地
い

ぱ
い
に

計
画
さ
れ
た

工
夫
を
要
し
た

の
は
作
業
ス
ペ

ス
の
確
保


近
接
地
に
駐
車
場
を
約

台
確

保
し
た
が

そ
れ
以
外
の
車
両

や
資
材
は
全
て
敷
地
内
で
対
応

す
る
必
要
が
あ

た

﹁
工
区

分
け
を
し
た
上
で

外
構
部
分

を
先
行
し
て
施
工
し

資
材
置

き
場
や
揚
重
ス
ペ

ス
と
し
ま

し
た
﹂


　
施
工
に
あ
た

て
は
鉄
道
近

接
工
事
の
た
め

列
車
運
行
に

支
障
を
与
え
な
い
よ
う
重
機
や

施
工
方
法
を
入
念
に
検
討
を
重

ね
た

深
川
所
長
は
﹁
地
盤
の

変
位
計
測
は
着
工
前

基
礎
工

事
完
了
後

建
築
工
事
完
了
後

の
計
３
回
実
施
し

安
全
な
施

工
に
努
め
ま
し
た
﹂
と
説
明
す

る

屋
根
工
事
で
は
建
物
上
空

に
コ
ン
パ
ク
ト
タ
イ
プ
の
２
階

建
て
成
型
台
を
設
置
し

限
ら

れ
た
ス
ペ

ス
で
の
現
場
成
型

を
実
現
し
た


　
物
流
施
設
は
床
の
平
滑
性
に

対
す
る
要
求
が
高
い

本
工
事

で
も
品
質
面
で
は
注
力
部
分
だ


た
と
い
う

コ
ン
ク
リ

ト

に
は
ク
ラ

ク
抑
制
に
効
果
が

あ
る
石
灰
系
を
混
入
し
た

ま

た
コ
ン
ク
リ

ト
を
一
つ
の
プ

ラ
ン
ト
か
ら
供
給
す
る
こ
と

で

品
質
を
担
保
し
た


　
竣
工
を
迎
え
深
川
所
長
は

﹁
名
古
屋
で
Ｅ
Ｓ
Ｒ
様
の
物
件

を
担
当
す
る
の
は
今
回
で
３
件

目
で
し
た

テ
ナ
ン
ト
様
の
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
施
設
と
な
る

こ
と
を
願

て
い
ま
す

ご
尽

力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ

ま
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
﹂

と
結
ん
だ
 夜景

■工事名称：ＥＳＲ名古屋南ディストリビューションセンター２新築工事
■工事場所：名古屋市港区大江町－
■発　注　者：ＥＳＲ株式会社
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：Ｓ造

■階　　数：地上４階
■監理監修：株式会社東畑建築事務所
■設　　計：株式会社塩浜工業東京本社一級建築士事務所
■設計監理：株式会社塩浜工業東京本社一級建築士事務所
■施　　工：株式会社塩浜工業
■工　　期：年月１日～年月日

撮影／㈱プライズ　山崎浩治氏 エントランス

　
Ｅ
Ｓ
Ｒ
が
名
古
屋
市
港
区
で
開

発
を
進
め
て
い
た
マ
ル
チ
テ
ナ
ン

ト
型
物
流
施
設
﹁
Ｅ
Ｓ
Ｒ
名
古
屋

南
デ

ス
ト
リ
ビ


シ

ン
セ

ン
タ

２
﹂
が
完
成
し
た

耐
震

構
造
の
ボ

ク
ス
型
で

１
階
に

ト
ラ

ク
バ

ス
を

台
分
配
置

し

敷
地
内
に
は
海
上
コ
ン
テ
ナ

ト
レ

ラ

に
も
対
応
で
き
る
エ

リ
ア
を
含
め

計

台
の
ト
ラ


ク
待
機
場
を
備
え
て
い
る

名
古

屋
都
市
圏
に
と
ど
ま
ら
ず
中
部

圏

西
日
本

東
日
本
へ
の
広
域

配
送

輸
出
入
貨
物
な
ど
幅
広
い

物
流
ニ

ズ
に
対
応
す
る
中
京
圏

屈
指
の
物
流
拠
点
に
な
る
設
計


施
工
は
塩
浜
工
業
が
担
当
し
た


倉庫１階 ラウンジ

　本プロジェクトは、名古屋市の中心部から南へ㎞圏
内に位置し、国道号線の「竜宮ＩＣ」、名古屋高速４
号東海線と伊勢湾岸自動車道が接続する「東海ＩＣ」か
ら近くアクセスに優れた立地に計画されました。
　建物計画は、複数のテナントへ分割が可能なマルチテ
ナント型物流施設です。敷地内動線はトラックと乗用車
の入口を分け、入口と出口を結ぶ各々専用の一方通行の
道路を二つ設け、スムーズで安全な車両動線を確保しま
した。また、事業主様の「HUMAN CENTRIC DESIGN
.」を理念として、利用者の方にとって快適で安全性を
重視した計画を行いました。

　内装デザインは、本計画地が工業地帯であることから、
無機質な素材の質感や重厚感を生かしながら照明演出で
熱を感じられるデザインとしました。また利用者のコミ
ュニティスペースとして、１階にラウンジを計画しまし
た。
　ＢＣＰ対策として名古屋市のハザードマップを考慮し
た敷地レベルとし、非常用発電機を建物屋上に設け、万
が一の事態においても最低限の物流機能を維持継続可能
な計画としています。
　環境対策は、外構にペットボトルを再利用したアスフ
ァルト舗装と外壁に断熱性能の高いサンドイッチパネル
と全館ＬＥＤ照明を採用する事で、ＳＤＧｓや省エネに
配慮した建物計画としており、ＣＡＳＢＥＥ建築（新築）
Ａランクを取得しています。

　株式会社塩浜工業　技術本部　設計３部　益田洋

　このたびＥＳＲとして名古屋市内で３件目となる「Ｅ
ＳＲ名古屋南ディストリビューションセンター（ＤＣ）
２」が無事の竣工を迎えることができ、大変うれしく思
っております。
　当施設の完成により、ＥＳＲの中京圏ネットワークの
中でも特に名古屋都市圏配送拠点、名古屋港と愛知県内
陸部との中継点という機能を強化でき、多くの企業様の
ビジネス発展にお役に立てる物流施設であると自負して
おります。
　当社は働く「人」と「環境」を第一に考えた開発を行
うことは当然の責務だと考え、グリーンエネルギー事業
にもさらに力を入れておりますが、「ＥＳＲ名古屋南Ｄ
Ｃ２」では最大約，kWの自家消費型太陽光発電シ
ステム、ＥＶトラックの普及にも貢献できる高速充電ス
テーションも設置予定です。「ＥＳＲ名古屋南ＤＣ２」
を通じ、名古屋市と地域社会に引き続き貢献してまいり
ます。
　この場をお借りし、厳しい経済情勢下で無事の完成に
向け尽力いただきました、株式会社塩浜工業様をはじめ
とする関係各社の皆さま、関わっていただいたすべての
方に心より御礼申し上げます。


